
［成果情報名］超極早生ウンシュウ「みえ紀南 1 号」のマルドリ方式栽培により、高品質な果実生

産に加えて、収益の向上が期待できる 

［要約］「みえ紀南 1 号」のマルドリ方式栽培は、安定的に高品質果実の生産を可能にす

る技術として有効であり、粗収益が向上し収益が高まる。 
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［背景・ねらい］ 

近年、カンキツ産地を取り巻く状況は天候不順、価格低迷等厳しい状況にあって久し

く、持続可能な農業経営を発展・維持させる必要があり、高品質カンキツ安定生産のた

めのマルドリ方式栽培の導入が全国的にも進みつつある。三重県が育成した「みえ紀南

1 号」は、全国に先駆けて 9 月中旬から供給され、果実の品質がその後に続く品種の価

格に影響する重要な位置づけとなっている。そのため、毎年安定的に高品質な果実を供

給することが求められていることから、「みえ紀南 1 号」のマルドリ方式栽培の導入に

よる果実品質及び経営的効果を検証した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「みえ紀南 1 号」のマルドリ方式栽培（写真 1）により、露地栽培と比べて糖度

の高い高品質な果実が生産でき、10a 当たりの収量も問題無く安定的に生産できる

（表 1）。 

 

２．マルドリ方式栽培により、品質基準合格率が高まり粗収益を 20～80％向上させ

ることができる（表 1、図 1）。 

 

３．経営試算（10a 当り）では、成木園地を想定し目標収量を 3ｔ /10a とした場合、

マルドリ方式栽培では収益が 714,000 円となり露地よりも 15％増収する（図 2）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．三重県内のウンシュウミカンが栽培可能な地域で適用できる。  

 

２．マルドリ方式栽培の効果は水分制御によるものであり、マルチ被覆を完全にして雨水

の流入を抑え、かん水設備を整えて水分制御が可能な状態とする。  

 

３．7 月上旬を標準にマルチシートの敷設を行い、満開後 85～95 日頃の果肉色が増す頃に

水分ストレスが付与できるように管理する。  

 

４．マルドリ方式栽培による水分制御は、水分ストレスの過不足が無いように簡易土壌水

分計や水分チェックボール等で樹の水分不足度を把握しながら、少量多頻度かん水等

による適度な水分管理を行うことが大切である。  




